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バージョン 12.0
２ ０ ０ ６ 年 ３ 月

Kalypso リリースノート
注意 Kalypso ソ フ ト ウ ェ アの更新手順が変更されま し た。 Kalypso システ

ムフ ァ イルを保存し、 認可コー ド を記録し、 NV メ モ リーを ク リ ア
し てから、 システムフ ァ イルを リ ロー ド する こ とが必要です。

はじめに
この文書では、 イ ン ス タ レーシ ョ ン と その他の Kalypso ビデオプロ ダ ク
シ ョ ンセン ターの リ リ ース 12.0 ソ フ ト ウ ェ アに特有の情報が解説されて
います。 

リ リース 12.0 での新機能

･ タ イ ム ラ イ ンの リ コール / ラ ン メ ニュー (7 ページを参照 )

･ メ ニューレジス ターの操作 (9 ページを参照 )

･ エフ ェ ク ト デュ レーシ ョ ン (13 ページを参照 )

･ キーヤ－マス ク メ ニュー (18 ページを参照 )

･ フ ァ イルオペレーシ ョ ンの強化 (22 ページを参照 )

･ リ エン ト リ ープレ フ ァ レン ス (35 ページを参照 )

･ サムネイル、 及び番号によ る選択を含む、 ステ ィ ルス ト アの向上 (37
ページを参照 )

･ ニュー ト ンモジ ュ ラーコ ン ト ロール メ ニュー (41 ページを参照 )

･ スプ リ ッ ト レ イヤード M/E モード (46 ページを参照 )

･ ス ト ロボ (48 ページを参照 )

･ ルー ト された ソースのためのデ ィ バイ ス コ ン ト ロール (50 ページを参
照 )

･ AMP イーサネ ッ ト マシン コ ン ト ロール、 及びク リ ッ プデ ィ レ ク ト
リ ー ( オプシ ョ ン ) (55 ページ )

･ ト ラ ン ス フ ォームエンジンのパス コ ン ト ロールが、 ラ イ テ ィ ング用に
使用可能
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リ リース 12.0 での変更

･ Kalypso HD システムで、 Eng Setup Sync Timing メ ニューの １ つの 
Force SF のボタ ンが、 Live SF 及び Non SF と い う ２ つのボタ ンに変
わ り ま し た。 Live SF の選択は、 従来の Force SF ボタ ンをオンにす
るの と同じで、 Non SF の選択は、 従来の Non SF をオフにする こ と
と同様です

･ マ ク ロ フ ァ イルのための NV メ モ リ ーのフ ァ イル名サフ ィ ッ ク スが、
.gvg から .nva に変わ り ま し た。 これは、 オペレーターによ り 保存ま
たはロード され、 .gvg サフ ィ ッ ク ス を保有するマ ク ロユーザーフ ァ イ
ルに影響し ません。 も しユーザ－か自分のマ ク ロユーザーフ ァ イル
を、 いずれのソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンで保存し なければ、 Kalypso シ
ステムが 12.0 よ り 以前の ソ フ ト ウ ェ アにバッ ク ダウ ン されている場
合、 この変更は、 マ ク ロ フ ァ イルへのア ク セス を失 う 原因 と な る可能
性があ り ます。 以前の Kalypso システム ソ フ ト ウ ェ アに新し く 更新、
またはバッ ク ダウ ンする前に、 必ずシステム と ユーザーフ ァ イルを保
存し て下さい
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タ イ ム ラ イ ン - リ コール / ラ ン メ ニ ュー
 

タ イムラ イ ン - リ コール / ラ ン メ ニュー
タ イ ム ラ イ ン - リ コールラ ン メ ニューは、 今まで メ イ ンパネルでのみ使
用可能だった E-MEM 機能を、 メ ニューパネルにも提供し ます。 リ コー
ル、 ラ ン、 ラーン、 ク リ ア、 及び、 その他の関連する機能にア ク セスす
る こ と ができ る よ う にな り ま し た。 

図 1.  タ イ ム ラ イ ン メ ニュー - リ コールラ ン

レジス ターのステータ ス

左上の枠では、 現在のレジス ターのステ－タ ス を表示し ます。 現在のレ
ジス ターの番号が表示され、 そし て、 レジス ターがロ ッ ク されているか、
または、 エフ ェ ク ト デ ィ ゾルブか、 も し く はシーケン スに関わっている
かが表示されます。 

モー ド

モー ド枠は、 どの機能が メ ニューの他のボタ ン ( リ コール、 ラーン、
ラーンシーケン ス ) と共に実行されるかを選択し ます。 

イネーブルグループ

マス ター E-MEM サブパネルのイネーブルボタ ン と同様、 イ ネーブルグ
ループ枠のボタ ンは起動される機能 (Get, Put など ) によ り 、 どのレベル
が影響されるかを決定し ます。
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Select All は、 枠の中で、 残 り の選択されていないボタ ンを選択、 または
すべてのイネーブルボタ ンを選択解除し ます。

バン ク と レジス ターの選択

バン ク と レジス ターのボタ ンは、 マス ター E-MEM のキーパッ ド と似た
機能で、 100 の E-MEM レジス ターのいずれでも即時的に選択する こ と を
可能にし ます。 必要な場合は、 バン ク を変更する ためにバン ク ボタ ンを
押し てから、 レジス ターを選択する ためにレジス ター番号のボタ ンを押
し ます。

エ フ ェ ク ト ラ ンのコ ン ト ロール

Stop Next, Rev, Rew, 及び、 Run ボタ ンは、 エフ ェ ク ト ラ ンサブパネルの
同様ラベルのボタ ン と同じエフ ェ ク ト ラ ン機能を実行し ます。 

その他の E-MEM ボタ ン と ノ ブ

タ イ ム ラ イ ン - リ コールラ ン メ ニューの Auto Recall, Auto Run, 及び、
Effect Dissolve ボタ ンは、 マス ター E-MEM サブパネル上の同様ラベル
のボタ ンを同じ機能を実行し ます。

こ の メ ニューの Seq ボタ ンは、 シーケン ス を リ コールするためにのみ使
用されます。 Learn Seq ボタ ンはシーケン ス を ラーンする ために使用さ
れます。 これは、 どち らの機能にも使用可能な メ イ ンパネルのマス ター
E-MEM サブパネルの、 単一の Seq ボタ ン と は異な り ます。

Go to KF 及び Jog Effect ノ ブは、 メ イ ンパネルの Go to KF ボタ ン と ラ
ン レバ－アーム と同様に、 エフ ェ ク ト をナビゲー ト する ために使用され
ます。 

その他のメ ニューへのアクセス

Source Select 及び Register Ops ボタ ンは、 関連するその他の メ ニュー
に即時的に導き、 都合が良いよ う に操作性を上げる ため、 こ こ でこ の メ
ニューに含まれています。 これらの メ ニューへア ク セス し た後、 ラ ス ト
メ ニューボタ ンを押すと、 タ イ ム ラ イ ン - リ コールラ ン メ ニューに戻る
こ と にな り ます。 
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メ ニューレジス ター操作
E-MEM レジス ターオペレーシ ョ ン メ ニューは、 メ ニ ューからのレジス
ター操作 と E-MEM レベルを イネーブルする こ と を可能にし ます。 

E-MEM - レジス ターオペレーシ ョ ン メ ニュー
レジス ターオペレーシ ョ ン メ ニュ－には、 左上にステータ ス枠、 左側に
機能枠、 中央左にイネーブルグループ、 及び右側に番号キーパッ ド があ
り ます ( 図 2)。

図 2.  E-MEM レジス ターオペレーシ ョ ン メ ニュー、 選択された状態

あ る機能では、 イ ンプ ッ ト モー ド枠も表示されます (11 ページ , 図 3)。

注釈 SD モー ド で作成された E-MEM を、 HD モー ド でロー ド し た場合、
わずかにマ ッ ト が異なる場合があ り ます。

レジス ターのステータ ス

左上の枠は、 現在のレジス ターのステ－タ ス を表示し ます。 現在のレジ
ス ター番号 と次に使用可能なレジス ターが表示され、 レジス ターがロ ッ
ク されているか、 エフ ェ ク ト デ ィ ゾルブまたはシーケン スに関わってい
るかど う かがレポー ト されます。 
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フ ァ ン ク シ ョ ン枠

フ ァ ン ク シ ョ ン枠のボタ ンは、 キーパッ ド でどのア ク シ ョ ンが実行され
るかを選択し ます。 これらの機能は、 メ イ ンパネルで使用可能な もの と
同じです。 

Get ボタ ンは、 指定されたレジス ターの使用可能なレベルの内容を、 現
在のエフ ェ ク ト レジス ターにコ ピーし ます。 

Put ボタ ンは、 現在のエフ ェ ク ト レジス ターの使用可能なレベルの内容
を指定されたレジス ターにコ ピーし ます。 

Lock ボタ ンは、 指定されたレジス ター、 またはレジス ターバン ク の使用
可能なレベルを ロ ッ ク し、 ロ ッ ク解除されない限 り 変更を防ぎます。

Unlock ボタ ンは、 指定されたレジス ター、 またはバン ク の使用可能なレ
ベルを ロ ッ ク解除し ます。

Clear ボタ ンは、 指定されたレジス ター、 またバン ク の使用可能なレベル
からのデータ を ク リ ア し ます。

Clear Seq ボタ ンは、 指定されたレジス ター、 またはバン ク から シーケン
ス リ ン ク を ク リ ア し ます。 
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メ ニューレジス ター操作
 

イ ンプ ッ ト モー ド枠

Lock, Unlock, Clear, または Clear Seq ボタ ンが選択されている と き、 イ
ンプ ッ ト モード枠が表示されます ( 図 3)。

図 3.  E-MEM レジス ターオペレーシ ョ ン メ ニュー、 ロ ッ ク が選択された状態

イ ンプ ッ ト モード枠は、 実行される ア ク シ ョ ンの域を指定する ために使
用されます。

All - ア ク シ ョ ンは、 全てのレジス ターに適用されます。

Bank(s) - ア ク シ ョ ンは、 入力されたバン ク、 または、 入力されたバン ク
の範囲内で適用されます。

Reg(s) - ア ク シ ョ ンは、 レジス ター、 または、 入力されたレジス ターの
範囲内で適用されます。 

イネーブルグループ

マス ター E-MEM サブパネルのイネーブルボタ ンのよ う に、 イネーブル
グループ枠のボタ ンは、 どのレベルが起動された機能 (Get, Put, など ) に
よ り 影響されるかを決定し ます。 

Select All は、 枠の中の全てのイネーブルボタ ンを選択、 または、 選択解
除し ます。
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番号キーパッ ド

番号キーパッ ド は、 動作のためにレジス ター、 またはバン ク番号を入力
する ために使用され、 Enter ボタ ンに触れる こ と によ って完了されます。
具体的な手順は、 キーパッ ド上部に表示されます。 現在のレジス ターを
ク リ ア、 レジス ターまたはバン ク の範囲指定、 または、 Put 操作の際に、
次に使用可能なレジス ターを指定する ために、 ピ リ オ ド (.) が使用されま
す。
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エ フ ェ ク ト デュ レーシ ョ ン
エフ ェ ク ト デュ レーシ ョ ン機能は、 各キーフ レームの持続時間を個別に
変更するかわ り に、 マルチ - キーフ レーム E-MEM エフ ェ ク ト の持続時
間を変更する こ と を可能にし ます。 

エフ ェ ク ト が初めて作成される と き、 前のキーフ レームによ り 指定され
る時間であ る、 「ナチュ ラルデュ レーシ ョ ン」 があ り ます。 エフ ェ ク ト
デュ レーシ ョ ンで、 １ つのコマン ド でエフ ェ ク ト 全体の長さ を伸ばし た
り 、 短 く し た り する こ と ができ ます。 エフ ェ ク ト の各キーフ レームデュ
レーシ ョ ンは、 新しいデュ レーシ ョ ンに合 う よ う 拡張または縮小される
こ と にな り ます。 希望によ り 、 元の自然なデュ レーシ ョ ンにエフ ェ ク ト
を リ ス ト アする こ と も可能です。

マス ター E-MEM サブパネル
Eff Dur ボタ ンは、 マス ター E-MEM サブパネルにあ り ます ( 図 4)。

図 4.  マス ター E-MEM サブパネル、 エフ ェ ク ト デュ レーシ ョ ンボタ ン
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メ イ ンパネルから エフ ェ ク ト デュ レーシ ョ ンを変更するには ：

1. デュ レーシ ョ ンの変更を希望するエフ ェ ク ト を選択し ます。

2. マス ター E-MEM サブパネルの Effect Dur ボタ ンに触れます。

3. 秒 ･ フ レーム ･ フ ィ ール ド と い う 形式で、 新しいデュ レーシ ョ ンを タ
イプし、 Enter に触れます。 フ レームにデ ィ フ ォル ト の １ つの値 と、
３ つめのフ ィ ール ド値を入力する こ と は、 オプシ ョ ンです。 フ ィ ール
ド エ リ アに １ 桁の値を入力する こ と によ り 、 フ ィ ール ドデュ レーシ ョ
ンの変更も可能です。 例えば、 フ ィ ール ド値に 1 と入力する と、 奇数
のフ ィ －ル ド を指定こ と にな り ます。 また、 1.0.1 は、 １ 秒、 ０ フ レー
ム、 １ フ ィ ール ド を指定し ます。

･ ･と だけ入力する と、 エフ ェ ク ト の自然なデュ レーシ ョ ンが リ ス ト
ア されます。

4. 機能をオフにする ために、 Effect Dur ボタ ンに再び触れます。

タ イムイ ラ イ ン - タ イムアジ ャス ト メ ニュー
Effect Dur ボタ ンは、 タ イ ム ラ イ ン - タ イ ムアジ ャ ス ト メ ニューの左下
角にあ り ます ( 図 5)。

図 5.  タ イ ム ラ イ ン - タ イ ムアジ ャ ス ト メ ニュー
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このボタ ンに触れる と、 エフ ェ ク ト の新しいデュ レーシ ョ ンを入力する
ために使用する ための数値キーパッ ド が開かれます ( 図 6)。

図 6.  エフ ェ ク ト デュ レーシ ョ ン数値キーパッ ド

メ ニューパネルから エ フ ェ ク ト デュ レーシ ョ ンを変更するには ：

1. デュ レーシ ョ ンの変更を希望するエフ ェ ク ト を選択し ます。

2. タ イ ム ラ イ ン - タ イ ムアジ ャ ス ト メ ニューへ行き、 Effect Dur ボタ ン
に触れます。

3. 秒･フ レーム･フ ィ ール ド形式で新しいデュ レーシ ョ ンを タ イプし、
Enter に触れます (14 ページの例を参照 )。 

･ ･ と だけ入力する と、 エフ ェ ク ト の自然なデュ レーシ ョ ンが リ ス
ト ア されます。
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図 7.  タ イ ム ラ イ ン - タ イ ムアジ ャ ス ト メ ニュー、 フ ォース ドデュ レーシ ョ ン

イベン ト の新しいフ ォース ドデュ レーシ ョ ンが、 メ ニュー画面の右上角
にあ る白いボ ッ ク スに表示されています ( 図 7)。

修正する レベルのみ選択する こ と によ って、 個々のレベルにフ ォース ド
デュ レーシ ョ ンを適用する こ と が可能です。
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図 8.  タ イ ム ラ イ ン - タ イ ムアジ ャ ス ト メ ニュー、 各レベルのフ ォース ドデュ レーシ ョ ン

こ こ で表示されている例 ( 図 8) では 、 最初の ３ つのレベルが ５ 秒の
フ ォース ドデュ レーシ ョ ンで設定され、 他のレベルは ４ 秒のナチュ ラル
デュ レーシ ョ ンのま まです。 ナチュ ラル、 及び、 フ ォース ドデュ レー
シ ョ ンの値は、 画面右側の メ ニューに表示されています。 ナチュ ラル
デュ レーシ ョ ンの値は、 タ イ ムデ ィ スプレーの右に "N" の文字で表示さ
れています。
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キーヤー メ ニューからのマスキング

キーヤ－マスク メ ニュー
ホーム メ ニューで Keyer ボタ ンに触れてから、 Mask サブカテゴ リ ーボ
タ ンに触れる と、 キーヤ－マス ク使用ポイ ン ト で使用する メ ニューが表
れます。 マス ク メ ニューは、 キーヤ－マス クの選択 と制御を可能にし ま
す。 キーマスキングは、 キーイ ングから保護 ( イ ン ヒ ビ ッ ト ) される部
分、 または、 常にキー ( フ ォース ) する部分を定義し ます。 マス ク の形状
は、 ワ イプパターンジェネレーターから、 または選択されたマス ク信号
によ り 、 生成する こ と が可能です ( 通常は、 ユーテ ィ リ テ ィ ーバス を通
し て送られる キーフ ィ ル信号 )。

M/E 及びキーヤｰデ リ ゲーシ ョ ンは、 画面左上で行われます。 いったん
キーヤｰがデ リ ゲー ト された ら、 左下角のデータパッ ド から マス ク のタ イ
プ (Force または Inhibit のいずれか、 または両方 ) を選択し ます。 図 9 の
例では、 M/E 1 キー 1 でボ ッ ク ス イ ン ヒ ビ ッ ト マス ク が表示されていま
す。

図 9.  キーヤーマス ク使用ポイ ン ト で使用する メ ニュー
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マスク ソース

選択されたマス クのどち らのタ イプ ( フ ォ－ス またはイ ン ヒ ビ ッ ト ) で
も、 ６ つの異な るマス ク ソースが使用可能で、 画面右側のデータパッ ド
に表示されます。 一度に、 １ つのマス ク ソースだけが選択可能です。

･ Box － Box がマス ク ソース と し て選択されている と き、 図 9 で示さ
れている通 り 、 Size/Position または Sep Edges と い う ２ つの選択
が、 Adjust 枠に表れます。

･ Size/Position － Horiz Position、 及び Vert Position ソ フ ト ノ ブで、
マス ク ポジシ ョ ンの調整を可能にし ます。 マス ク のサイ ズは、 Size
ノ ブで調整する こ と ができ ます。 Opacity ノ ブも使用可能で、 そし て
ソ フ ト ネスが Softness ノ ブにあ る と きは、 それがエ ッ ジのソ フ ト ネ
ス を調整し ます。

･ Softness － デ ィ フ ォル ト によ り 、 ソ フ ト ネスはオフの状態と なって
います。 マス ク ソ フ ト ネス ノ ブは、 ソ フ ト ネスボタ ンがオンの と きだ
け機能し ます。

･ Sep Edges － ラベルの付いた ソ フ ト ノ ブで、 マス クの Top, Right, 
Left, 及び Bottom エ ッ ジを独立し て調整する こ と を可能にし ます。
Size ノ ブも使用可能で、 全て ４ つのエ ッ ジを同時に調整し ます。

Keyer Wipe － キーヤ－ワ イプのマス ク ソースは , キーヤ－のための専用
パターンジ ェネレーターから、 ワ イプパターンの選択を可能にし ます。
キーヤ－ジ ェネレーター枠の Ptn データパッ ド に触れ、 使用可能なワ イ
プパターンのセレ ク シ ョ ンを呼び出し ます ( 図 10)。 デ ィ スプレーからパ
ターンを選択し ます。 選択されたパターンが、 Ptn データパッ ド ウ ィ ン
ド ウに表れます。
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図 10.  キーヤーワ イプマス ク

･ キーヤ－ワ イプのために使用可能なパターンモデ ィ フ ァ イヤを呼び出
すために、 Ptn データパッ ド の下よ り Pos, Rotate, Repeat, Aspect 
データパッ ド を選択し ます。 これらは、 別のワ イプ メ ニューのコ ン ト
ロール と似た、 パターンポジシ ョ ナー、 ロ テー ト 、 H 及び V マルテ ィ
プラ イ、 及びアスペク ト コ ン ト ロールを含んでいます。 モデ ィ フ ァ イ
ヤは、 画面右側のソ フ ト ノ ブによ り 制御されます。

注釈 キーヤ－、 及びコ ンプレ ッ ク スワイプマスクは、 ス ィ ッ チャ－の
ワイプ機能を伴う その他の機能と、 ワイプジ ェ ネレーターを共有
し なければな り ません。 ワイプジ ェ ネレーターの １ つをマスクに
デ リゲー ト する際に、 このリ ソースシ ェ ア リ ングを考慮に入れる
必要があ り ます。

Complex Wipe 1 と 2 － マス クは、 コ ンプレ ッ ク ス ワ イプ ソースから生成
する こ と が可能です。 Complex Wipe 1 と 2 の、 ２ つの使用可能な コ ンプ
レ ッ ク ス ワ イプジェネレーターがあ り ます。 コ ンプレ ッ ク ス ワ イプのた
めのパターンは、 キーヤ－ワ イプマス ク と同じ要領で選択されます。 コ
ンプレ ッ ク ス ワ イプには、 更に追加されたパターンが使用可能です。

･ コ ンプレ ッ ク スマス ク ワ イプのポジシ ョ ン、 ロ テーシ ョ ン、 H 及び V 
マルテ ィ プラ イ、 及び、 アスペク ト を修正する こ と も可能です。 更
に、 ワ イプを ミ ッ ク ス、 及びモジ ュ レー ト する こ と もでき ます。 これ
らの追加コ ン ト ロールは、 画面中央下部にあ るデータパッ ド に触れる
こ と によ って、 使用可能 と な り ます。 図 11 の例では、 モジ ュ レー
シ ョ ン コ ン ト ロールが使用可能であ る こ と が表示されています。
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図 11.  キーヤーマス ク モジ ュ レーシ ョ ン メ ニュー

Utility Bus － ユーテ ィ リ テ ィ ーバスのマス ク ソースは、 選択された M/E
のユーテ ィ リ テ ィ ーバスから生成し ます。 通常これらは、 ステ ィ ルス ト
アまたは外部機器から ガ－ビ ッ ジマス ク信号を呼び入れる ために使用さ
れます。 このタ イプのマス ク では、 Clip 及び Gain コ ン ト ロールが使用可
能です。

マスクオンボタ ン

Mask On ボタ ンを選択する こ と によ り 、 マス ク をオンにし た り 、 オフに
し た り する こ と ができ ます。

マスク イ ンバー ト ボタ ン

マス ク イ ンバー ト ボタ ンは、 デ リ ゲー ト されたマス ク の効果を反転し ま
す。 オンの際、 以前マス ク された部分が見え る よ う にな り 、 以前見えて
いた部分はマス ク されます。 マス クは、 通常パターンの外側でア ク テ ィ
ブ状態です。 イ ンバー ト されたマス クは、 パターンの内側でア ク テ ィ ブ
状態です。
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フ ァ イルオペレーシ ョ ン メ ニュー
Kalypso のフ ァ イルオペレーシ ョ ン メ ニューシステムが、 使いやすさのた
めに改善され、 特定の番組用にま と ま ったフ ァ イルを都合よ く 保存し た
り 、 ロード し た り でき る よ う にする、 シ ョ ー機能を含むよ う にな り ま し
た。

デイ リ ーセ ッ ト ア ッ プ、 Eng セ ッ ト ア ッ プ、 マ ク ロ、 R-MEM、 及び E-
MEM のための、 既存のセーブ - ロード メ ニューは、 別の メ ニューロ ケー
シ ョ ンから従来通 り 使用可能です。 今回、 これらの メ ニューが、 File Ops
メ ニューのサブカテゴ リ ーボタ ンを通じ て も ア ク セスでき る よ う にな り
ま し た。

ステ ィ ルス ト アフ ァ イルは、 シ ョ ーに含まれておらず、 それらのフ ァ イ
ル操作は別々に処理されます。 ステ ィ ルス ト アフ ァ イル ( 特にアニ メ ー
シ ョ ン ) のためのセーブ - ロード時間は、 相当長 く かかる可能性があ り 、
独立し て処理する こ と が望ま しいでし ょ う 。 ステ ィ ルス ト アフ ァ イルは、
ステ ィ ルス ト ア /File Ops メ ニュー、 または、 File Ops/ オールフ ァ イル メ
ニューを使用し て、 ステ ィ ルス ト アへ、 またはステ ィ ルス ト アから コ
ピーする こ と ができ ます。
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オールフ ァ イルメ ニュー
フ ァ イルオペレーシ ョ ンのオールフ ァ イル メ ニューは、 全ての Kalypso
フ ァ イルへのア ク セス を提供し ます ( 図 12)。

図 12.  フ ァ イルオペレーシ ョ ンのオールフ ァ イル メ ニュー

デステ ィ ネーシ ョ ンペイ ンボタ ン

Dest Pane ボタ ンを押すと、 ペース ト 操作のためのデステ ィ ネーシ ョ ン
枠が呼び出されます。 下部の Up, Top, 及び Open ボタ ンは、 このデス
テ ィ ネーシ ョ ンデ ィ レ ク ト リ ー用のフ ァ イル階層を通じ、 ナビゲ－ ト す
るのために使用されます ( 図 13)。
Kalypso リ リ ース ノー ト 23



  

 

図 13.  フ ァ イルオペレーシ ョ ン ソース とデュ レーシ ョ ン枠

セ ッ ト デ ィ レ ク ト リーボタ ン

Set Directories on all File Op Menus ボタ ンを押す と、 その他全てのフ ァ
イルオペレーシ ョ ンサブ メ ニューのために、 現在選択されている ソース
とデステ ィ ネーシ ョ ンデ ィ レ ク ト リ ーが ( コ ピーまたは Dest Pane ボタ ン
がア ク テ ィ ブ状態の と き表示される ) 設定されます。 デステ ィ ネーシ ョ
ンデ ィ レ ク ト リ ーは、 両方の枠が見えない場合でも設定されます。

シ ョ ー メ ニュー
File Ops Show メ ニューは、 シ ョ ーを作成、 保存、 及びロードするのに使
用されます。 シ ョ ーと、 グループ と し て管理する こ と が可能な、 Kalypso
フ ァ イルの特殊な集ま り を意味し ます。 標準のナビゲーシ ョ ン、 コ ピー、
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及び他のフ ァ イルやフ ォルダーのコ ン ト ロールは、 こ の メ ニューの右上
にあ り ます。 シ ョ ーに関連し た コ ン ト ロールは、 シ ョ ーロード アン ド セ
－ブ枠の右下部にあ り ます ( 図 14)。

図 14.  フ ァ イルオペレーシ ョ ンのシ ョ ー メ ニュー
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ク リ エイ ト シ ョ ー

Create Show ボタ ンを押すと、 ク リ エイ ト シ ョ ー枠が表れます ( 図 15)。 

図 15.  フ ァ イルオペレーシ ョ ンのシ ョ ーク リ エイ ト メ ニュー

こ の枠では、 シ ョ ーの名前を入力 ( シ ョ ーの名前のデータパッ ド に触れ
る ) し、 どのフ ァ イルタ イプ、 及びフ ァ イルのどの範囲がシ ョ ーに含ま
れるかを選択する こ と ができ ます。

Select All、 及び Deselect All ボタ ンは、 全ての使用可能なフ ァ イルタ イ
プを選択、 または選択解除し ます。 フ ァ イルタ イプボタ ンに触れる と、
ローデ ィ ングのために、 その個別のフ ァ イルタ イプが選択、 または選択
解除されます。 下部のデータパッ ド に触れる と、 シ ョ ーに含むそのタ イ
プのフ ァ イルの範囲を入力する こ と ができ ます。

Create を押す と、 シ ョ ーは現在選択されたデ ィ レ ク ト リ ーにシ ョ ーが保
存されます。 操作のステータ スが、 進行するに従って , レポー ト される
こ と にな り ます。

ロー ド シ ョ ー

Load Show ボタ ンに触れる と、 現在選択されたシ ョ －の全てのフ ァ イル
が、 Kalypso システムに直ちにロード されます。 こ の操作は、 現在使用さ
れている既存の設定を上書きする こ と にな り ます。 現在のワークバッ
フ ァー、 及びビデオ出力は影響を受けない一方、 システム操作の他の要
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素 ( ソースマ ッ ピング、 ソースネームデ ィ スプレー、 使用可能なエフ ェ
ク ト など ) は、 どのフ ァ イルがロード されているかによ り 、 変更される
こ と にな り ます。

注意 特にシステムが現在オンエア中の場合は、 シ ョ ーをロー ド する前
に、 シ ョ ーが正しいフ ァ イルを含んでいる こ と を確認し て下さい。 
シ ョ ーを確認し、 ローデ ィ ング前にフ ァ イルを選択するために、
チューズロー ド を使用する こ とが可能です。

チュ－ズロー ド

Choose Load を押す と、 どのフ ァ イルがシ ョ ーに含まれているかを確認
する こ と ができ、 どのフ ァ イルを ロー ドするか選択する こ と ができ る枠
が呼び出されます。 含まれていないフ ァ イルのボタ ンは灰色で表示され
ています。 デ ィ フ ォル ト では、 シ ョ ーの全てのフ ァ イルが、 ロー ド のた
めに選択されています。

図 16.  フ ァ イルオペレーシ ョ ンのチュ－ズ ロード メ ニュー

この枠のコ ン ト ロールは、 ク リ エイ ト ボタ ンが Load ボタ ンに代わってい
る点を除き、 ク リ エイ ト シ ョ ー と同様の操作を し ます。

ローデ ィ ングを希望する フ ァ イルタ イプ、 及びフ ァ イルの範囲を指定し
てから、 Load ボタ ンに触れます。
Kalypso リ リ ース ノー ト 27



  

 

他の File Ops メ ニューへのアクセス
File Ops メ ニュー下部の、 ラベルの付いたカテゴ リ ー選択ボタ ンに触れる
と、 そのフ ァ イルタ イプのための既存の メ ニ ューが呼び出されます。 従
来通 り 、 これらの個々の メ ニューから保存またはローデ ィ ングのため、
そのタ イプのフ ァ イルのみにア ク セスする こ と ができ ます。

いったん、 マ ク ロ、 R-MEM、 及び E-MEM メ ニューの １ つを選択し た ら、
各 メ ニューで ３ つの入力モード が使用可能です ( 図 17) ：

･ オール

･ エン ターレジス ター

･ セレ ク ト レジス ター

図 17.  フ ァ イルオペレーシ ョ ンの E-MEM エン ト リ ーモード メ ニュ－

オールボタ ン

All ボタ ンを選択する と ( 図 17 で示される通 り ) ：

･ マルチセレ ク ト 機能が使用不可 と な り ます ( 使用可能状態にあ る場合
)

･ Register(s) テキス ト エン ト リ ーボ ッ ク ス を解除し、 デ ィ フ ォル ト に
よ り 、 レジス ターの全範囲を表示し ます (E-MEM、 及び、 R-MEM で
は 0-99、 マ ク ロでは 1-100)

･ ス ター ト レジス ターボタ ンを解除し、 オフ状態にし ます ( レジス ター
テキス ト エン ト リ ーボ ッ ク ス下部 )

･ セーブ、 及び、 ロー ド ボタ ンを起動か使用可能 と な り ます

All を選択し た後にセーブ、 またはロード を ク リ ッ クする と 、 レジス タ テ
キス ト ボ ッ ク スで表示された全てのレジス ターを、 指定された Target 
Location に保存、 またはロー ド し ます ( カレン ト デ ィ レ ク ト リ ー、 また
は選択されたフ ォルダー、 またはシ ョ ー )
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エン ターレジス ターボタ ン

Enter Reg(s) ボタ ンを選択する と ( 図 18) ：

･ マルチセレ ク ト 機能が使用禁止状態にな り ます ( 使用可能状態にあ る
場合 )

･ Start Reg ボタ ンの現在の状態が維持されます

･ Register(s) テキス ト エン ト リ ーボ ッ ク スが使用可能にな り ます

･ レジス ターテキス ト エン ト リ ーボ ッ ク スで範囲が指定されている場
合、 Load ボタ ンが使用可能と な り ます

･ Start Reg ボタ ンがオフの場合、 Save ボタ ンが使用可能 と な り ます

Enter Reg(s) を選択し た後、 セーブまたはロード を ク リ ッ クする と、 レ
ジス ターテキス ト エン ト リ ーボ ッ ク スで入力された範囲が、 指定された
Target Location( カレ ン ト デ ィ レ ク ト リ ー、 または選択されたフ ォル
ダー、 またはシ ョ ー ) に保存、 またはロード されます。

注釈 デ ィ レ ク ト リーを変更し ても、 レジスタ ーテキスト エント リ ー
ボッ ク スに入力さ れた範囲はク リ アさ れません。 

図 18.  フ ァ イルオペレーシ ョ ンの E-MEM エン ターレジス ターボタ ン
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Register(s) テキス ト エン ト リ ーボ ッ ク ス を ク リ ッ クする と、 図 19 で示さ
れている通 り 、 レジス ターエン ト リ ーウ ィ ン ド ウが表示されます。

図 19.  フ ァ イルオペレーシ ョ ンのレジス ターエン ト リ ーウ ィ ン ド ウ

レジス ターエン ト リ ーウ ィ ン ド ウの左下部分にあ るのが、 Register、 及び
Bank セレ ク シ ョ ンボタ ンの付いた、 エン ト リ ーモード パネルです。 図
19 では、 Enter キーを ク リ ッ クする と、 レジス ター 1-3,9 が入力されま
す。 Bank ボタ ンが選択されている場合、 Enter キーを ク リ ッ クする と、
レジス ター 10-39, 90-99 が入力されます。

レジス ターボタ ンの選択

Select Reg(s) ボタ ンを選択する と ( 図 20):

･ Start Reg ボタ ンの現在の状態が保存されます

･ Register(s) テキス ト エン ト リ ーボ ッ ク スが使用禁止状態にな り 、 ク
リ ア されます

･ レジス ターテキス ト エン ト リ ーボ ッ ク スで範囲が指定されている場
合、 Load ボタ ンが使用可能と な り ます

･ Start Reg ボタ ンがオフ状態であ る場合、 Save ボタ ンが使用可能 と な
り ます
30 Kalypso リ リ ース ノー ト



フ ァ イルオペレーシ ョ ン メ ニ ュー
 

範囲を入力するには、 １ つのフ ァ イル、 またはフ ァ イルセ ッ ト を選択す
る こ と が必要です。 Select Reg(s) 機能では、 フ ォルダー、 またはシ ョ ーの
選択を可能にする こ と はでき ません。 正しいフ ァ イル、 またはフ ァ イル
セ ッ ト を選択する こ と で、 Save、 及び Load ボタ ンの両方が使用可能 と
な り ます。

Select Reg(s) を選択し た後で、 セーブ、 またはロード を ク リ ッ クする
と、 レジス ターテキス ト エン ト リ ーボ ッ ク スで入力された範囲が、 常に
カレン ト デ ィ レ ク ト リ ーであ る ターゲ ッ ト ロ ケーシ ョ ンに存、 また
は、 ード されます。

注釈 デ ィ レ ク ト リーを変更し た り、 マルチセレ ク ト をオフにし た りす
る と、 レ ジスタ ーテキスト エント リ ーボッ ク スで入力さ れた
範囲がク リ アさ れます。

図 20.  フ ァ イルオペレーシ ョ ンの E-MEM セレ ク ト レジス ターボタ ン

ス ター ト レジス ターボタ ン

Start Reg ボタ ンを選択する と ( 図 21):

･ Save ボタ ンが使用禁止状態にな り ます (Start Reg オプシ ョ ンでは、
Save を使用する こ と ができ ません )

･ Register(s)、 及び Load To テキス ト エン ト リ ーボ ッ ク スが表示され
ます。 Load To ボ ッ ク スが、 テキス ト 入力のために使用可能 と な り ま
す

図 21.  フ ァ イルオペレーシ ョ ンの E-MEM ス ター ト レジス ターボタ ン
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Load To テキス ト エン ト リ ーボ ッ ク ス を ク リ ッ クする と、 図 22 に示され
ている通 り 、 Load To ウ ィ ン ド ウが表示されます。 レジス ターのロード開
始を希望する、 １ つのレジス ターの番号を入力し て下さ い。

図 22.  フ ァ イルオペレーシ ョ ンのロード ト ゥ ウ ィ ン ド ウ

システムが、 入力されたレジス ターを呼び出し、 Load To テキス ト エン
ト リ ーボ ッ ク スで指定されたレジス ター番号から挿入し ます。

図 23 では、 Load を ク リ ッ クする と、 E-MEM フ ァ イル 1-3,9 が、 レジス
ター 60-62, 68 へと ロード されます。 Load To ボ ッ ク スが 60 に設定され
ている ため、 システムは元の E-MEM フ ァ イルを、 新しいロ ケーシ ョ ン
へと ロード し、 番号付けを "60" から再開し ます。 最初の 3 つのフ ァ イル
は、 60, 61, そ し て 62 と番号が付け られます。 それから、 次のレジス ター
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を 68( 最後のレジス ター "62" から 6 デジ ッ ト スキ ッ プし ます ) で番号を
付ける ために、 システムは "3" と "9" （6 デジ ッ ト ） の間のデジ ッ ト の同
じ番号を スキ ッ プする こ と にな り ます。

図 23.  フ ァ イルオペレーシ ョ ンのレジス ターと ロード ト ゥ テキス ト エン ト リ ーボ ッ ク ス

注意 システムが、 最後のレジス ターの境界を越える番号へ書き込む原
因になるよ う な番号を使用する こ とはできません。 例えば、 レジ
ス ター 1-10 の範囲を指定し、 99 を Load To レジス ターと し て使用
する と、 99 は最後のレジス ターであるため、 システムがエ ラーを
表示し ます。 同様に、 Load To の番号 52 で、 レジス ター 1-50 を書
こ う とする と、 レジス ター番号の組み合わせが 99 を超える こ とに
なるため、 システムはエ ラーを表示する こ とにな り ます。

マルチセレ ク ト ボタ ン

Multiselect ボタ ンは ( 図 24)、 Select Reg(s) モード内で複数のフ ァ イル
を コ ピー、 貼 り 付け、 ローデ ィ ング、 または保存するのに便利です。
Multiselect モード を選択する と ：

･ ダブルク リ ッ ク機能が使用禁止状態 と な り ます

･ Multiselect ボタ ンが選択解除される まで、 デ ィ レ ク ト リ ーを変更す
る こ と ができ ません

マルチセレ ク ト モード でない場合、 １ つのフ ァ イルを選択する と、 その
ボタ ンが選択される こ と と な り ます。 つま り 、 ただフ ァ イルを選択し て
から、 ロー ドする ために Load ボタ ンを ク リ ッ クする こ と ができ ます。
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図 24.  マルチセレ ク ト ボタ ンで複数のフ ァ イル選択が可能になる

プロ フ ァ イルと し て保存されたコ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン フ ァ イ
ルへのアクセス

Kalypso リ リ ース 12.0 では、 プロ フ ァ イル メ ニューを使用する こ と がで
き ません。 しかし ながら、 これまでプロ フ ァ イル メ ニューを使用し て保
存されていた コ ンフ ィ ギ ュ レーシ ョ ンフ ァ イルは、 今でも ア ク セス可能
です。 デイ リ ーセ ッ ト ア ッ プセーブ ‐ ロード メ ニューから、 プロ フ ァ イ
ルデ ィ レ ク ト リ ーへ と簡単にナビゲー ト する こ と ができ ます。
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リ エン ト リーのプレ フ ァ レンス
通常 Kalypso システムは、 M/E のプラ イマ リ ー、 またはセカンダ リ ー出力
を、 同じ M/E へ リ エン ト リ ーする こ と をを制限し ます。 これは、 タ イ ミ
ングに関連する ビデオの 1 ラ イ ン下へのシフ ト と、 またビデオフ ィ ード
バッ ク を防ぐ こ と にな り ます。 しかし ながら、 これが便利な操作モー ド
のい く つかにに制限を加え る こ と にな り ます。 今回、 Daily Setups, 
Suite Prefs, Re-Entry Prefs, に触れてから、 Enabled ボタ ンをオフにす
る こ と によ り 、 この制限を取 り 除 く こ と が可能にな り ま し た。

図 25.  リ エン ト リ ープレ フ ァ レン ス メ ニュー

この制限が取 り 除かれ、 セカンダ リ ー出力を同じ M/E のキーヤーで選択
する こ と が可能 と な り 、 オペレーターが リ エン ト リ ーされた M/E の半分
のキー内で、 簡単に ミ ッ ク ス、 またはワ イプでき る よ う にな り ま し た。

注釈 同じ M/E へと リ エン ト リーされた M/E のプ ラ イマ リー、 またはセ
カ ンダ リー出力は、 ビデオで下が 1 ラ イ ンシ フ ト する結果と な り
ます。 その他のリ エン ト リーの組み合わせは、 似たよ う な タ イ ミ
ングに関連するシ フ ト 、 またはフ ィ ー ドバッ クの原因と なるおそ
れがあ り ます。

リ エン ト リ ーがア ク テ ィ ブ状態で、 制限が課される場合、 現在の リ エン
ト リ ーのパスは残 り ますが、 選択を解除し た後、 再選択する こ と はでき
ません。
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入力ビデオ信号をベースに、 画面下側にスーパーイ ンポーズ し、 その映
像を イ ン ターナル DPM を使用し て、 アナウ ンサーの肩越しに合成する よ
う な場合、 こ う し た全てを単一の M/E で実行する こ と が可能です。

スプ リ ッ ト M/E モード を使用し て、 キーヤー 4 をセカンダ リ ーパーテ ィ
シ ョ ンにアサイ ン し ます。 入力ビデオをセカンダ リ ーパーテ ィ シ ョ ン側
の下画 と な る よ う 選択し、 キーヤー 4 でスーパーを イ ンポーズ し ます。

次にキーヤー 1 で、 セカンダ リ ーパーテ ィ シ ョ ンの出力を選択しオンエ
ア し ます。 肩越しの画と し て使用される こ のビデオが、 1 ラ イ ンシフ ト
し ている こ と に注意し て下さ い。 こ こ で、 イ ン ターナル DPM をア ク テ ィ
ブにし ます。 プラ イマ リ ーのバッ ク グ ラ ウ ン ド でアナウ ンサーを選択し、
肩越しに位置する よ う 、 イ ン ターナル DPM を コ ン ト ロールし て下さ い。 

こ の例では、 セカンダ リ ーからプラ イマ リ ーへ と に リ エン ターし ますが、
失われた ラ イ ンは画像がイ ン ターナル DPM によ り 、 リ ポジシ ョ ン及びサ
イ ズ調整されているので、 あま り 問題ではあ り ません。 キーヤー 2 及び
3 がまだ使用でき ますので、 1 つの M/E で幅広い映像表現が可能 と な り
ます。
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ステ ィ ルス ト アの向上

サムネイル
ステ ィ ルス ト ア画像の、 低レ ゾルーシ ョ ンでのサムネ イルビ ューを、 ス
テ ィ ルス ト ア メ ニュー上に表示する こ と が可能です ( 図 26)。 アニ メ ー
シ ョ ンについては、 その ク リ ッ プのサムネ イル と し てどのフ レームを使
用するかを選択する こ と ができ ます。

図 26.  ステ ィ ルス ト ア メ ニュー、 サムネイルビ ュー

サムネイルビ ューを使用可能にするには :

1. ステ ィ ルス ト アプレーバッ ク、 またはク リ エイ ト エデ ィ ッ ト メ ニュー
へ行き ます。

2. Legend and Options ボタ ンに触れます。
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3. Thumbnail ビ ュース タ イルボタ ンに触れます ( 図 27)。

図 27.  ステ ィ ルス ト アレジェ ン ド と オプシ ョ ン メ ニュー

4. ビ ュース タ イルを選択し た後、 ステ ィ ルス ト アのオペレーテ ィ ング メ
ニューに戻 り ます ( プレーバッ ク、 または、 ク リ エイ ト エデ ィ ッ ト の
いずれか )。 

ク リ ッ プのサムネイル画像を選択するには ：

1. ステ ィ ルス ト ア ク リ エイ ト エデ ィ ッ ト メ ニューへ行き ます。

2. ク リ ッ プを出力にロード し ます。

3. Show Details を選択し ます。

4. 希望する フ レームへク リ ッ プをプレー、 またはジ ョ グ し ます。
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5. Mark Thumb に触れます。 ステ ィ ルス ト ア メ ニューのタ イ ム ラ イ ング
ラ フの赤いラ イ ンは、 現在のサムネ イルフ レームのロ ケーシ ョ ンを示
し ます ( 図 28)。

図 28.  ステ ィ ルス ト ア メ ニュー、 ク リ ッ プサムネイルフ レームが選択された状態

Go To アイテム番号
番号で、 ステ ィ ル、 及び、 ク リ ッ プは素早 く ア ク セスする こ と ができ ま
す。

1. プレーバッ ク、 またはク リ エイ ト エデ ィ ッ ト ステ ィ ルス ト ア メ ニュの
Go To ボタ ンに触れます。 番号キーパッ ド が表示されます。

2. 希望する ア イ テムの番号を タ イプし、 Enter に触れます。 初めのゼロ
を省略し て も構いません。

3. その番号のア イ テムが存在する場合、 選択の枠がス ク ロールされ、 そ
のア イ テムが ト ッ プラ イ ンに表示される こ と にな り ます。 その番号の
ア イ テムが存在し ない場合、 その次に高い番号のア イ テムが ト ッ プラ
イ ンに呼び出されます。

4. 画面にア イ テムが見え る状態で、 そのア イ コ ンに触れて選択する こ と
ができ ます。
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デ ィ レ ク ト リー制限の変更
ステ ィ ルス ト アフ ァ イルが保存されている途中に、 メ ニューから、 また
は E-MEM やマ ク ロの使用によ って、 ステ ィ ルス ト アデ ィ レ ク ト リ ーを
変更する こ と はでき ません。 この制限で、 保存の最中にフ ァ イルが破損
される こ と を防ぐ こ と ができ ます。 異な る形式のステ ィ ル、 及びアニ
メ ーシ ョ ンは、 異な るデ ィ レ ク ト リ ーに保存する こ と をお勧めし ます。
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ニュー ト ンモジュ ラーコ ン ト ロールメ ニュー

はじめに
ニュー ト ンモジ ュ ラーコ ン ト ロールシステムは、 グ ラ スバレーのモジ ュ
ラー製品の包括的、 かつ統合的な リ アルタ イ ム制御を提供し ます。 い く
つかのニュー ト ンの機能が、 Kalypso の メ ニューアプ リ ケーシ ョ ンに組み
込まれる こ と にな り ま し た。 これで、 グ ラ スバレーの Gecko、 及び
Kameleon フ レームモジ ュ ラー製品を、 Kalypso の メ ニューパネル、 また
は PC の メ ニューから制御する こ と ができ る よ う にな り ま し た。 モジ ュ
ラーフ レームは、 Kalypso システム と同じサブネ ッ ト に内在する こ と が必
要です ( 図 29)。

図 29.  ニュー ト ンモジ ュ ラーコ ン ト ロールのダ イヤグ ラ ム

Kalypso でのイ ンス ト レーシ ョ ン
Kalypso の ニュー ト ン イ ン ターフ ェ イ スは、 標準 Kalypso のイ ン ス ト レー
シ ョ ンが行われる間に、 イ ン ス ト ールする こ と ができ ます。 ニュー ト ン
メ ニューは (44 ページ , 図 31)、 バージ ョ ン 12.0 またはそれ以降の ソ フ ト
ウ ェ アで実行される、 全ての Kalypso システムで使用する こ と ができ ま
す。 しかし ながら、 ニュー ト ンシステムは、 Kalypso ネ ッ ト ワーク で使用
可能であ る こ と が必要であ り 、 メ ニューが機能する前にコ ンフ ィ ギ ュ
レーシ ョ ンの手順を踏むこ と が必要 と な り ます。
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ニュー ト ン コ ン ト ロールのコ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン
Kalypso における ニュー ト ンの機能性は、 Kalypso ネ ッ ト ワーク のどの PC
と でも構成する こ と ができ ます。 NetConfig with Newton Configurator オ
プシ ョ ンを選択し て、 必要な コ ンフ ィ ギ ュ レーシ ョ ンツールを イ ン ス
ト ールする ために、 Kalypso ソ フ ト ウ ェア CD を使用し ます。 (67 ページ
を参照 )。 

こ の段階で、 NetConfig ネ ッ ト ワーク コ ンフ ィ ギ ュ レーシ ョ ンアプ リ ケー
シ ョ ン、 及びニュー ト ン コ ンフ ィ ギ ュ レータープラ グ イ ンがイ ン ス ト ー
ルされます。 ツールは NetConfig を起動し、 メ ニューバー ト ッ プにあ る
ニュー ト ン タブに触れア ク セス されます ( 図 30)。

図 30.  NetConfig ニュー ト ン コ ンフ ィ ギュ レータープラ グ イ ン
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コ ンフ ィ ギ ュ レーターツールは、 ニュー ト ン コ ンフ ィ ギ ュ レーシ ョ ン
フ ァ イルを作成する こ と によ り 、 ニュー ト ン コ ン ト ロールの機能性を定
義する ために使用されます。 ニュー ト ン コ ンフ ィ ギ ュ レーシ ョ ンは、
ニュー ト ンチャ ンネルの、 物理的な Kalypso 入力 ( ビデオプロセ ッ サーフ
レームの BNC コネ ク ター ) への 1 対 1 の関係を確立し ます。 それぞれの
Kalypso 入力 / ニュー ト ンチャ ンネルは、 最大 5 つの異な る設定を定義さ
れる こ と が可能です。 96 チャ ンネル ( 入力 ) でのデ ィ フ ォル ト のニュー
ト ン コ ンフ ィ ギ ュ レーシ ョ ンフ ァ イルに、 各チャ ンネルのために 5 つの
空いた設定が提供されています。 コ ンフ ィ ギ ュ レーターを使用し て、 各
ス イ ッチャーの入力のためのビデオパスにあ るモジ ュールの制御可能な
パラ メ ーターを、 Kalypso メ ニューパネル ノ ブにアサイ ンする こ と ができ
ます。 それから、 ユーザーは Kalypso システムから それらのモジ ュール
を直接制御する こ と ができ ます。

ニュー ト ン コ ン ト ロールを設定する方法に関する詳細な情報については、
別の Newton Instruction Manual 、 及び NetConfig Instruction Manual をご参
照下さい。 これらのマニュ アルは、 Kalypso ド キ ュ メ ンテーシ ョ ン CD に
含まれてお り 、 ト ム ソ ング ラ スバレーウ ェブサイ ト から ダウ ン ロードす
る こ と ができ ます。
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エクス ターナルデ ィ バイスニュー ト ン メ ニューの解説
一度構成される と、 Extern Device, Newton に触れてア ク セス し、
Kalypso のエ ク ス ターナルデ ィ バイ スニュー ト ン メ ニューで、 モジュール
パラ メ ーターを調整する こ と ができ ます ( 図 31)。

図 31.  エ ク ス ターナルデ ィ バイ スニュー ト ン メ ニュー

制御するモジ ュールパラ メ ーターの選択は、 Kalypso のソース選択 メ カニ
ズムを通し て、 伝え られます。 Kalypso の メ イ ンパネルの、 現在デ リ ゲー
ト されたプレ ビ ューバスのソース を選択する こ と によ り 、 ソースの物理
的な入力、 及び、 その入力の関連付け られたニュー ト ンチャ ンネルのコ
ン ト ロールは、 Kalypso のエ ク ス ターな るデ ィ バイ ス メ ニューで起動され
ます。

デリゲーシ ョ ンプレビ ューバス

デ リ ゲーシ ョ ンプレ ビ ューバス枠は、 どのプレ ビ ューバスが制御される
ニュー ト ンチャ ンネル と し て使用されるかを選択する ために使用されま
す。

入力セレ ク ター

ビデオ / キーソースが選択される と き、 Video、 及び Key ボタ ンでビデ
オ入力かキー入力のどち ら を制御するかを選びます。
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セ ッ ト ア ッ プセレ ク ター

セ ッ ト ア ッ プボタ ンは、 そのチャ ンネル用に定義されている設定から、
希望する コ ン ト ロールセ ッ ト を選択する ために使用されます。 メ ニュー
は、 パラ メ ーターが全 く アサイ ン されていない設定では、 アス タ リ ス ク
を表示し ます。

ニュー ト ンチャ ンネルに関する情報

Channel - 現在のニュー ト ンチャ ンネルを選択する ために使用される
Kalypso の入力 BNC の数が表示されます。

Setup Name - 現在選択されている設定 (1-5) が、 この枠で表示されます。

現在選択されているチャ ンネルモジ ュールの名前、 フ レームなどを確認
する追加情報が下に表示されます。

複数のモジ ュールが、 ニュー ト ンチャ ンネルで一緒につながっている場
合、 表示される情報は、 ト ッ プ ノ ブにアサイ ン されているパラ メ ーター
のあ るモジ ュールのためのもの と な り ます。

ニュー ト ン コ ン ト ロール

メ ニューの右側に、 ア ク テ ィ ブ状態のコ ン ト ロール機能が識別されてい
ます。 デ ィ レ ク ト ノ ブコ ン ト ロール、 及びデータパッ ド数値入力が使用
可能です。 設定されていないコ ン ト ロールには、 メ ニューがアス タ リ ス
ク を表示し ます。 各コ ン ト ロールのための機能のステータ ス も レポ－ ト
され、 グ リ ーンは接続が存在し、 データが有効であ る こ と を示し、 赤は
接続が存在し ないこ と を示し ます。

Accelerate Knobs -- こ のボタ ンを選択する と、 10 のフ ァ ク ターによ り ノ
ブの調製を加速し、 粗さ と細か さ の ノ ブ制御を可能にし ます。 

ニュー ト ン コ ン ト ロールに関する特定の情報については、 別の Newton 
Instruction Manual をご参照下さ い。
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スプ リ ッ ト レ イヤー ド モー ド
LaminaTM ビデオコ ンポジテ ィ ング、 またはレ イヤード モード は、 １ つの
ビデオ / キーペアを作成する ために、 最大キーを ４ つ同時に合成する こ
と を可能にする機能です。 こ のキーは、 異な る M/E で更な る キーレ イ
ヤーを作成する ために、 別のキーヤーのス ィ ッチャーへ リ エン ト リ ーす
る こ と ができ ます。 こ う し たキーの合成は、 プラ イマ リ ー、 セカンダ
リ ー出力のどち らか、 または両方でも実行する こ と ができ ます。

こ のモード は、 特に役に立つこ と があ り ます。 例えば、 M/E 1 を分割し、
キーヤー 1 をプラ イマ リ ー側に、 そ し て残 り ３ つのキーヤーをセカンダ
リ ー側にアサイ ンする こ と が可能です。 M/E 4 のキーヤーで、 M/E 1 のセ
カンダ リ ーをキーヤーのソース と し て選択する こ と ができ ます。 こ の場
合、 M/E 4 には ６ つのキーがあ り ます (M/E 4 のキーヤー 4 で、 M/E 1 の
セカンダ リ ー出力のキー ２ 、 ３ 、 ４ 。 そし て M/E 4 のキー ２ 、 ３ 、 ４ )。

レ イヤ リ ングは、 M/E モー ド メ ニューで、 それぞれの M/E ご と で使用可
能状態 と な り ます ( 図 32)。 プラ イマ リ ー出力と し て使用可能な場合、 出
力 A はバッ ク グ ラ ウ ン ド ソース と し てブラ ッ ク が選択され、 C 出力がプ
ラ イマ リ ー出力のために選択されたキーヤーのキーカ ッ ト 信号 と し て機
能し ます。 同様に、 セカンダ リ ー出力では出力 B がバッ ク グ ラ ウ ン ド
ソース と し てブラ ッ ク が選択され、 出力 D が選択されたキーヤーのキー
カ ッ ト 信号 と し て機能し ます。 レ イヤーの優先順位は、 通常のキーヤー
プラ イオ リ テ ィ コ ン ト ロールを使用し て設定されます。 

図 32.  M/E モード、 スプ リ ッ ト レ イヤーされた状態
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M/E モー ド メ ニューコ ン ト ロール
M/E モード メ ニューでは、 Split ボタ ンがモード枠で選択されている と き
のみ、 モー ド枠下部のレ イヤー ド枠が使用可能にな り ます。 セカンダ
リ ーアサイ ンボタ ンパネル と同様に、 レ イヤード枠はスプ リ ッ ト ボタ ン
が選択される まで、 灰色のま まです。 レ イヤード枠には、 プラ イマ リ ー
(Pri)、 及びセカンダ リ ー (Sec) ボタ ンがあ り ます。

レ イヤー ド モー ド

Split ボタ ンを選択し てから、 レ イヤード枠のどち らか、 または両方のボ
タ ンを選択する と、 アサイ ン された全てのキー信号を個別のカ ッ ト 、 及
びフ ィ ル信号に分離する レ イヤード モード がオンにな り ます。 これで、
さ らに通常可能なキーよ り もはるかに明確なキーを提供する ために、 2
つの信号は平行し てルー ト する こ と が可能にな り ます。

プラ イマ リ ー (Pri) ボタ ンを選択する と、 プラ イマ リ ーパーテ ィ シ ョ ンを
レ イヤード モード に設定する こ と ができ ます。 同様に、 セカンダ リ ー
(Sec) ボタ ンを選択する と、 セカンダ リ ーパーテ ィ シ ョ ンがレ イヤー ド
モー ド に設定されます。

Pri、 及び Sec メ イ ンパネルボタ ンは、 バッ ク グ ラ ウ ン ド バスの選択がレ
イヤード モード にあ るパーテ ィ シ ョ ンのために使用されない点を除いて、
スプ リ ッ ト モード と同様の機能です。 キーヤーソースの選択は、 デ リ
ゲー ト されたプラ イマ リ ー、 またはセカンダ リ ーパーテ ィ シ ョ ンにアサ
イ ン されたキーヤーのレ イヤー ド モー ド では許可されます。

A/B バスの選択は、 レ イヤード モード にあ る時には、 プラ イマ リ ーパー
テ ィ シ ョ ンのバッ ク グ ラ ン ド をフ ィ ー ド し ません。

U1/U2 バスの選択は、 レ イヤード モード にあ る時にはセカンダ リ ーパー
テ ィ シ ョ ンのバッ ク グ ラ ン ド をフ ィ ー ド し ませんが、 キーマス ク、 ボー
ダーのビデオ、 ワ イプパターン ソースなどのために使用する こ と ができ
ます。
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ス ト ロボ
ス ト ロボ機能 (Kalypso HD、 及び、 Duo システムの ト ラ ン ス フ ォームエン
ジンオプシ ョ ン ) は、 指定された数のフ ィ ール ド、 またはフ レームで ( イ
ン ターレース フ ォーマ ッ ト のためのフ ィ ール ド、 そ し てプロ グレ ッ シブ
フ ォーマ ッ ト のためのフ レーム )、 ビデオのフ レームをフ リ ーズする能力
を提供し ます。 この機能はまた、 x 数のフ ィ ール ド、 またはフ レームでフ
レームをフ リ ーズ し た り 、 y 数のフ ィ ール ド、 またはフ レームでビデオを
アンフ リ ーズする など、 フ リ ーズ / アンフ リ ーズのサイ クルを可能にし
ます。

図 33.  ト ラ ン ス フ ォームエンジンピ クチャー メ ニュー、 ス ト ロボ

例えば 12 フ レームのビデオを、 100% フ リ ーズ されたデューテ ィ ーサイ ク
ルで設定する こ と ができ ます。 ト ラ ン ス フ ォームエンジンは、 フ レーム
をグ ラブし、 それを 12 フ レームフ リ ーズ し、 そ し て 12 フ レーム毎に新
し く フ リ ーズ されたビデオイ メ ージをグ ラブし ます。 50% のフ リ ーズ さ
れたデューテ ィ ーサイ クルを、 フ リ ーズ されたビデオの 12 フ レーム と同
じ設定を使用し た場合、 ステ ィ ルフ レームは 6 フ レームのビデオ と、 そ
れに続 く 6 フ レームのモーシ ョ ンビデオで示されます。 そ し て このサイ
クルは繰 り 返されます。

フ レームの数が、 奇数 (1、 3、 5、 など ) を出すよ う に分割される場合、
ソ フ ト ウ ェアが、 その数を次のフ レーム、 またはフ ィ ール ド に切 り 上げ
る と い う 点にご注意下さい。 例えば、 50% フ リ ーズ されたデューテ ィ ー
サイ クルで 7 フ レームが指定されている場合には、 3.5 フ レームが 4 フ
レームに切 り 上げられる結果と な り ます。
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イ ン ターレース されたフ ォーマ ッ ト でも、 フ リ ーズ されたビデオから、
イ ン ターレース されたフ ォーマ ッ ト のためにフ レームにフ リ ーズ された
イ ン ターポレー ト フ ィ ール ド で、 モーシ ョ ンアーテ ィ フ ァ ク ト が取 り 除
かれる よ う に、 フ レーム、 またはフ ィ ール ド のフ リ ーズを指定する こ と
ができ ます。
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ルー ト されたソースのためのデ ィ バイスコ ン ト ロール

はじめに
Kalypso システムには、 例えば、 DDR や VTR のキ ューイ ング、 及び再生
を可能にするマシン コ ン ト ロール機能が備わっています。 Kalypso システ
ムはまた、 外部ルーテ ィ ングシステム と と もに構成する こ と が可能です。
ルーターデステ ィ ネーシ ョ ン ( ルーター出力信号 ) を Kalypso のソース入
力 ( ルー ト されたス ィ ッチャー信号 ) に接続する こ と によ り 、 異な るルー
ターソース ( ルーター入力 ) を、 これらの Kalypso 入力へ導 く こ と ができ
ます。 オペレーターは、 Kalypso ユーザーイ ン ターフ ェ イ スから、
Kalypso のソース入力をフ ィ ー ドする ス ィ ッチルーターソースへ、 テ イ ク
コマン ド を送信する こ と が可能です。 Kalypso システムはまた、 ルーター
ソースの名前、 及びデステ ィ ネーシ ョ ンを、 外部ルーテ ィ ングシステム
から、 Kalypso ユーザーイ ン ターフ ェ イ スのデ ィ スプレーのために受信し
ます。

今回、 ルー ト された Kalypso ソース をフ ィ ー ドする外部機器の Kalypso コ
ン ト ロールを可能にする ために、 Kalypso のマシン コ ン ト ロール、 及び外
部ルーテ ィ ング機能を、 組み合わせる こ と ができ る よ う にな り ま し た。
外部機器と結合されたルーターソースが、 Kalypso のルー ト された ソース
をフ ィ ードする と き、 そのデ ィ バイ ス を Kalypso システムから直接制御
する こ と が可能です。 既存のマシン コ ン ト ロール、 及びルーターコ ン ト
ロールの Kalypso システム機能は使用可能なま ま と な り ます ( 図 34)。 

図 34.  組み合わされたマシン コ ン ト ロール と ルーターコ ン ト ロール
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これらの機能の組み合わせには、 １ つの制限があ り ます。 Kalypso システ
ムは、 ルー ト された ソース と し て接続された外部機器でギ ャ ング、 また
は リ ン ク された操作を実行する こ と ができ ますが、 ギ ャ ンギングはソー
ス よ り もむし ろ機器に基づいている こ と を理解する こ と が重要です。 外
部機器に リ ン ク されたルーターソースが変更される と、 そのソースのた
めのギ ャ ンギングは機能し な く な り ます。 ルーターソース を変更する場
合、 ギ ャ ンギングの規則は適用されな く な り 、 ギ ャ ンギングは機能でき
な く な り ます。

コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンの概要
独立し た操作のために必要と される コ ンフ ィ ギ ュ レーシ ョ ンに加えて、
これらの機能が共に う ま く 働 く よ う にするには、 Kalypso システムによ る
制御のために設定されている外部機器が、 接続されたルーターソースに
マ ッ ピング されている こ と が必要です。 この情報は、 エンジニア リ ング
セ ッ ト ア ッ プフ ァ イル と共に保存、 及びロー ド されるマ ッ ピングテーブ
ルに保存されています。

Kalypso システムのマシン コ ン ト ロール、 及び、 外部ルーターコ ンフ ィ
ギ ュ レーシ ョ ンの手順は、 別の Kalypso Installation and Service Manual で、
また、 Encore の制御については、 Machine Control Interfaces Installation 
Instruction Manual で解説されています。 詳しい手順については、 これら
のマニュ アルをご参照下さい。

コ ンフ ィ ギ ュ レーシ ョ ンの手順を、 下記のよ う にま と める こ と ができ ま
す ：

1. Kalypso のエンジニア リ ングセ ッ ト ア ッ プ、 Ports & Devices メ ニュー
を通し、 機器を作成、 ネー ミ ング、 設定する こ と によ り 、 マシン コ ン
ト ロールを設定し ます。

2. エンジニア リ ングセ ッ ト ア ッ プ、 ルーター メ ニューを通し、 また、
Kalypso システムによ るその外部制御を可能にする ために、 ルーター
そのものを設定する こ と によ り 、 Kalypso システム と外部ルーターの
間のコ ミ ュ ニケーシ ョ ンを確立し ます。

3. エンジニア リ ングセ ッ ト ア ッ プ、 ソースデ ィ フ ィ 二シ ョ ン メ ニ ューの
これらのソース入力それぞれに Router を選択する こ と によ り 、 ルー
ト された Kalypso ソース を識別し ます。

4. 各デ ィ バイ スに、 各ルーターソース をマ ッ ピング し ます。 この新しい
手順によ り 、 2 つの機能が結合されます。 こ のために使用される メ
ニューは、 下に解説されてお り 、 エンジニア リ ングセ ッ ト ア ッ プ、
ルーター メ ニューのルーターイ ン ターフ ェ イ スセ ッ ト ア ッ プ画面から
ア ク セスする こ と ができ ます。

5. これで、 Kalypso R-MEM メ ニューを使用し て、 ルーターソース を変更
し、 そのルーターソースにマ ッ ピング されたデ ィ バイ ス を制御する こ
と ができ る よ う にな り ます。
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見てお分か り のよ う に、 ルーター と マシン コ ン ト ロールを組み合わせる
ために、 い く つかの異な る メ ニ ューが使用されます。 それぞれが、
チェーンの中に特定の リ ン ク を設定し ます。 ただ １ つの リ ン ク が正し く
設定されていない場合でも、 組み合わされた機能は実現せず、 正し く 設
定されたチェーンの部分だけが引き続き操作される こ と にな り ます。

ルーターイ ン ターフ ェ イスセ ッ ト ア ッ プ メ ニュー
ルーターイ ン ターフ ェ イ スのセ ッ ト ア ッ プ メ ニューは、 Eng Setup, 
Router を通し、 ア ク セス されます ( 図 35)。

図 35.  ルーターイ ン ターフ ェ イ スセ ッ ト ア ッ プ メ ニュー

ルーターの IP ア ド レ スが、 左下の枠に入力されています。 コ ミ ュニケー
シ ョ ンが確立される と、 ステータ ス イ ンジケーターが緑色にな り ます。
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Add Entry に触れる と、 2 つのセレ ク シ ョ ン枠のあ る メ ニューが開かれま
す。 左側の枠は、 ルーターが接続され、 Kalypso システム と共に操作でき
る よ う に正し く 設定されている場合、 ルーターソースの名前を表示し ま
す。 現在設定されている外部機器は、 右側の枠に表示されます ( 図 36)。

図 36.  ルーターソース と エ ク ス ターナルデ ィ バイ スマ ッ ピング メ ニュー
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左側のス ク ロー リ ング リ ス ト からルーターソース と 、 右側の リ ス ト で
デ ィ バイ ス を選択し てから、 一緒にマ ッ ピングする ために Add に触れま
す。 追加のソース / 外部機器ペアを選択し、 Add ボタ ンを押し てそれぞ
れをマ ッ ピングする こ と も可能です。 マ ッ ピングが終了し た ら、 Done ボ
タ ンに触れます。 する と、 前の メ ニューに戻 り 、 現在のマ ッ ピングが表
示される こ と にな り ます ( 図 37)。

図 37.  ルーターイ ン ターフ ェ イ スのセ ッ ト ア ッ プ メ ニュー

番号の付いたボタ ンを選択し、 Edit Entry ボタ ンに触れる こ と によ り 、
入力を編集する こ と が可能です。 それから、 再びその関係をマ ッ ピング
する こ と ができ ます。

Remove Entry ボタ ンに触れる と、 選択し たマ ッ ピング されたペアがマ ッ
ピングテーブルから取 り 除かれます。

マ ッ ピングが確立された状態にな る と、 これで Kalypso R-MEM メ ニュー
でルーターソース を変更する こ と ができ る よ う にな り 、 そのルーター
ソースが外部機器 ( 例えば、 正し く 設定された DDR) であ る場合、
Kalypso のマシン コ ン ト ロール メ ニ ューと サブパネルから、 そのデ ィ バイ
ス をキ ュー、 及び再生する こ と ができ る よ う にな り ます。
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AMP イーサネ ッ ト プロ ト コルのサポー ト
AMP マシン コ ン ト ロールプロ ト コルが、 DDR の機種によ って使用可能で
す。 こ のプロ ト コルは、 複数の ク リ ッ プデ ィ レ ク ト リ ー、 及び最大 80 文
字の ク リ ッ プフ ァ イル名をサポー ト し ます。 BVW プロ ト コルは、 ク リ ッ
プをサポー ト せず、 Odetics プロ ト コルは、 デ ィ フ ォル ト フ ォルダーと、
DOS ス タ イルの 8 文字のフ ァ イル名に、 フ ァ イル拡張子を加えた ものだ
けをサポー ト し ます。 AMP プロ ト コルは、 ソ フ ト ウ ェ アで使用可能にな
るオプシ ョ ンです。 AMP シ リ アルサポー ト は、 Kalypso 11.0 で導入され
た ものです。 AMP イーサネ ッ ト プロ ト コルのサポー ト は、 Kalypso 12.0
で使用可能です。

PDR XP モデルのサポー ト
PDR XP PVS 1000、 2000、 及び 3000 シ リ ーズの機器、 M-Series の機器、
Turbo、 そし て K2 サーバーは、 AMP プロ ト コルを通し ての制御をサポー
ト し ます。 以前の PDR シ リ ーズは、 AMP プロ ト コルをサポー ト し ませ
ん。

PDR XP Amp イーサネ ッ ト のコ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン
PDR XP で、 Kalypso システムからの AMP イーサネ ッ ト 制御を操作させる
ために、 あ る コ ンフ ィ ギ ュ レーシ ョ ンが必要にな る こ と があ り ます。

･ PDR XP PVS モデルでは、 AMPEthernetServer.exe と い う エ ク セキ ュー
タブルによ り 、 AMP イーサネ ッ ト サーバーを手動で起動する こ と が
必要 と な り ます。

･ Turbo、 M-Series、 K2 モデルでは、 AMP イーサネ ッ ト サーバーはサー
ビ スであ り 、 リ ブー ト で自動的に起動される こ と にな り ます。 確認す
る ためには、 Start > Settings > Control Panel へ行き、
Administrative Tools > Services を選択し て、 グ ラ スバレー AMP TCP
サービ スが存在する こ と を確認し ます。

･ 全モデルで、 ス イ ッチャー IP ア ド レ スは、 コ ミ ュ ニケーシ ョ ンを確
立する ために、 使用許可された ク ラ イ アン ト と し て リ ス ト されている
必要があ り ます。 ク ラ イ アン ト プロ ト コルは、 リ モー ト ア ク セスのた
めに、 リ モー ト AMP に設定されている こ と も必要です。

機器に特有のコ ンフ ィ ギ ュ レーシ ョ ンに関する、 更に詳しい解説につい
ては、 コ ン ト ロールの対象 と な るモデルの、 別の Profile System Guide と /
または Profile User Manual をご参照下さい。

Kalypso AMP イーサネ ッ ト のコ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン
Kalypso システムでは、 このタ イプの Kalypso 外部機器を作成する ため
に、 Port & Devices メ ニューの AMP Ethernet ボタ ンを使用し ます ( 図
38)。
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注釈 AMP イーサネ ッ ト では : フ レームがブー ト ア ッ プ された後、 PDR 
XP がリ セ ッ ト される場合、 フ レームへの接続は自動的に再び確立
されません。 接続を確立するには、 Extern Devices: Enable メ
ニューへ進み、 デ ィ バイスを使用禁止状態に し てから、 コ ミ ュニ
ケーシ ョ ンを確立するためにそれを再び使用可能に し ます。

図 38.  Eng セ ッ ト ア ッ プの Port & Device メ ニュー、 Amp イーサネ ッ ト

Create ボタ ンに触れる と、 外部機器の名前と その IP ア ド レ ス を入力す
る メ ニューが呼び出されます。

ク リ ッ プデ ィ レ ク ト リ ー
エ ク ス ターナルデ ィ バイ ス コ ン ト ロール メ ニ ューでは ( 図 39)、 Preset 
Clip、 または、 Program Clip に触れる と、 希望する フ ォルダーを選択し
てから、 プレーバッ ク でロードする ために、 そのフ ォルダーで ク リ ッ プ
を選ぶこ と ができ る メ ニューを、 データパッ ド が呼び出し ます ( 図 40)。
エ ク ス ターナルデ ィ バイ ス イベン ト リ ス ト メ ニューの ク リ ッ プブラ ウ
ザー と、 タ イ ム ラ イ ン イベン ト メ ニューでの ク リ ッ プのローデ ィ ングで
も、 似た よ う な メ ニューが使用されます。

Kalypso のマシン コ ン ト ロールサブパネルは、 常に最後に選択されたフ ォ
ルダーの ク リ ッ プ リ ス ト を表示し ます。 PDR XP で部分的に ク リ ッ プを変
更する場合、 その ク リ ッ プ名は、 Kalypso のエ ク ス ターナルデバイ ス メ
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ニューで更新される こ と にな り ます。 フ ォルダー リ ス ト 、 またはク リ ッ
プ リ ス ト が不十分であ る場合、 機器を再び使用可能状態にする と全フ ォ
ルダー、 及びク リ ッ プの リ ス ト を呼び出すこ と にな り ます。 

注釈 パウン ド 文字 ( # )、 ダ ッ シュ文字 ( - )、 そ し てアンダースコ ア文字
( _ ) や、 空白スペース ( 例えば、 "Dead End" でな く 、 "DeadEnd" と
名前を付けます ) を含むフ ァ イル、 または、 フ ォルダー名を作成し
ないで下さい。 そ う し ないと、 ク リ ッ プへのア クセスが禁止される
こ とがあ り ます。

注釈 最大 20 までのフ ォルダー、 そ し て 1 つのフ ォルダーにつき、 最大
20 までのク リ ッ プが、 推奨されています。

図 39.  エ ク ス ターナルデバイ ス コ ン ト ロール メ ニュー
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図 40.  フ ォルダーと ク リ ッ プセレ ク シ ョ ン メ ニュー
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